
企
部
古
蹟
志
巻
・
十
七

政
時
代
よ
り
の
も
の
也
と
い
ひ
僻
へ
た
り
。

。
千
日
町
長
護
人

此
の
町
に
居
住
す
る
越
中
屋
三
四
郎
母
い
よ
は
、
享
保
八
年
生
に

て
、
文
化
九
年
奮
藩
よ
り
九
拾
歳
の
扶
持
米
を
賜
は
り
、
天
保
五
年

四
月
廿
七
日
百
拾
武
裁
に
て
残
せ
り
。
此
の
地
漣
は
昔
よ
り
長
詩
人

多
か
り
け
ん
。
是
よ
り
さ
き
.
千
日
町
越
中
屋
嘉
兵
衛
温
母
ゆ
か
、
'

元
秘
十
四
年
生
に
て
‘
寛
政
二
年
よ
り
扶
持
米
を
賜
は
り
‘
払
僻
一
司

年
五
月
十
九
日
百
歳
に
て
宛
せ
り
。
ま
た
同
町
鍛
留
師
矢
木
多
門
母

さ
よ
、
享
保
十
二
年
生
に
て
、
文
化
十
三
年
よ
り
扶
持
米
を
賜
は
り
、

文
政
十
年
十
一
月
十
五
日
百
笠
裁
に
て
残
せ
り
。
叉
同
町
雨
賓
院
門

ヘ
ヰ

U

前
越
中
屋
吉
右
衛
門
後
家
さ
ん
、
享
保
十
三
年
生
に

τ、
文
化
十
四

年
よ
り
扶
持
米
を
脇
は
り
、
文
政
十
年
十
二
月
十
五
日
百
裁
に
て
残

せ
り
。
ま
た
石
坂
町
能
登
屋
吉
兵
衛
方
借
屋
人
小
原
屋
長
右
衛
門
母

ふ
し
、
寅
永
五
年
生
に
て
、
寛
政
九
年
よ
り
扶
持
米
を
賜
は
り
、
文

化
四
年
三
月
十
五
日
宵
裁
に
て
探
せ
り
。
ま
た
同
町
小
松
屋
源
兵

街
、
正
徳
三
年
生
に
て
.
享
保
二
年
よ
り
扶
持
米
を
賜
は
り
.
文
化

九
年
十
一
月
廿
七
日
百
援
に
て
宛
せ
り
。
ま
た
同
町
館
屋
蔚
助
組
母

宇
和
三
斗
よ
ツ
事
命
期
リ
文
化
+
耳
七
向
九
日
百

そ
の
、

E
徳
四
年
生
に
て
、
剣
劇
制
制
剖
川
引
剖
閥
削
引

野
町
鍋
物
師
村
山
阿
郎
兵
衛
の
僻
訟
に
去
ふ
。
元
組
四
郎
兵
衛
、

E

・
徳
四
年
上
京
い
た
し
、
鋳
物
師
の
免
許
を
う
け
‘
千
田
町
に
錨
積
場

を
開
き
.
袋
に
て
鋳
器
を
出
来
せ
し
か
ど
、
後
此
の
地
よ
り
泉
村
の

地
内
な
る
今
の
地
へ
移
縛
せ
し
め
、
四
郎
兵
衛
は
野
町
K
居
住
せ
り
o'

故
に
今
に
至
り
‘
野
町
吹
屋
と
呼
ぺ
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
按
A
Y
る

に
.
哨
随
筆
に
、
享
保
九
年
に
金
津
披
内
の
時
鏡
損
じ
、
そ
の
鋳
芭

を
白
髭
前
鋒
屋
彦
九
郎
に
命
ぜ
ら
れ
、
向
山
御
所
村
領
の
地
内
を
借

上
げ
て
、
錨
輪
場
を
し
つ
ら
へ
、
鋳
形
出
来
せ
し
ゅ
ゑ
に
、
翠
年
古

錨
を
私
幅
広
υ
し
‘
三
月
四
自
に
犬
割
を
友
し
け
る
が
‘
翌
五
日
雷
火
の

震
に
、
鋳
形
微
塵
陀
成
り
、
四
月
十
五
日
漸
く
鋳
立
て
‘
廿
六
日
に

越
後
屋
敷
の
錯
棲
へ
揚
げ
L
り
。
然
る
に
い
か
成
る
事
に
や
頓
て
損

じ
、
享
保
十
二
年
の
夏
千
日
町
平
井
但
馬
守
と
一
式
ふ
鋳
物
師
の
名
人

民
命
ぜ
ら
れ
、
・
周
年
の
多
錨
立
て
出
来
し
て
、
十
月
十
八
自
民
鏡
楼

へ
揚
げ
ら
る
。
と
あ
り
。
右
附
随
筆
は
則
ち
享
保
十
二
年
の
筆
記
た

れ
ば
、
此
の
頃
千
日
町
民
吹
屋
場
あ
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
さ
れ

ぽ
此
の
吹
屋
場
を
ぽ
、
泉
村
の
地
内
今
の
地
へ
移
部
せ
し
は
‘
享
保

十
二
年
の
後
怠
る
ぺ
し
。

。
千
田
町
敬
祭
寺

金
滞
古
蹟
志
巻
十
七

四
回

目

嗣

隠

れ

何

陪

阿

陥

抽

開

町

剖

f
yよ
S
Z休
二

Z
2
5
t
M叫

保
五
年
十
二
月
分
可
日
百
歳
に
て
残
す
。
此
の
外
百
歳
hk
満
た
歩
、

セ
白
守

S
V伝
清
涼
主
婦
リ
叉
保
五
E
，f-月
サ
七
日
百
歳
R
T
持
軍

九
拾
歳
以
上
に
て
残
せ
し
男
女
、
寛
文
以
来
九
拾
歳
扶
持
米
賜
は
り

け
る
者
甚
だ
多
し
。
按
守
る
に
、
後
漢
書
東
夷
停
に
、
倭
在
=
韓
東
南

大
海
中
-
云
そ
以
=
縛
路
-
需
品
恭
敬
一
人
性
噌
v
酒
多
簿
考
.
至
a
百
儀
歳
-

者
甚
衆
.
と
い
ひ
、
ま
た
楊
文
公
談
苑
に
も
‘
事
長
袴
.
多
百
飴
歳
.

と
見
h
.
晋
替
に
は
.
人
多
祷

4

百
年
或
八
・
九
十
。
と
あ
り
て
、
吾
が

皐
園
の
人
は
‘
上
古
よ
り
長
縛
た
り
し
と
と
、
は
や
く
外
固
ま
で
も

知
ら
れ
た
り
。
五
雑
狙
巻
五
人
部
に
、
人
諒
不
v
渇
a
百
歳
吋
山
政
之
鯵
也

e

故
過
=
百
二
十
-
不
v
死
"
謂
昌
之
失
v
蹄
之
妖
刊
と
も
あ
り
て
、
百
歳
以
上
の

蒋
考
を
保
つ
人
は
、
貨
に
時
人
に
し
て
閣
の
群
瑞
と
も
す
べ
し
。
付

袈
紳
記
K
.
無
精
の
器
物
も
百
年
を
経
れ
ば
精
鍵
を
得
と
も
あ
り

て
、
器
物
以
下
諸
品
と
い
へ
ど
も
、
火
災
・
風
難
等
を
ま
ぬ
か
れ
、
百

年
を
経
た
る
も
の
は
、
世
の
古
稀
物
と
し
て
賞
す
れ
ば
‘
官
飴
年
の

樽
考
を
保
つ
人
は
さ
ら
也
。
故
に
仁
徳
天
皇
も
武
内
大
臣
を
ぽ
、
放

と
そ
は
世
の
遼
入
、
た
と
そ
は
閣
の
長
人
、
と
大
御
歌
に
詠
じ
給
ひ
、

大
臣
も
、
あ
れ
と
そ
は
世
の
た
が
人
、
と
歌
も
て
答
へ
事
れ
る
よ
し
、

古
事
記
・
日
本
紀
に
見
ね
た
り
け
り
。

O
千
田
町
吹
屋
場
跡• 

. 

東
波
民
宗
也
。
明
細
岐
に
一
宮
ふ
。
敬
柴
寺
文
明
二
年
創
立
、
天
文
八

年
本
山
本
願
寺
よ
り
浮
動
と
云
者
寺
鋭
を
申
請
.
石
川
郡
御
供
田
村

に
居
住
し
、
延
賓
四
年
新
竪
町
へ
移
住
、
享
保
二
十
年
千
日
町
の
末
中

村
百
姓
地
へ
再
持
。
と
あ
り
。
按
・
?
る
・
民
、
三
箇
屋
版
六
用
集
に
‘

敬
柴
寺
新
立
町
と
誠
せ
た
り
。
享
保
十
八
年
四
月
廿
八
日
の
夜
、
千

且
町
雨
貸
院
よ
り
出
火
、
石
坂
・
野
町
議
焼
失
せ
し
よ
し
、
鍵
異
記
等

に
記
載
す
。
敬
祭
寺
は
.
右
火
災
後
焼
跡
へ
移
鱒
せ
し
た
る
ぺ
し
。

O
昌
安
町
跡

今
千
日
町
の
街
尾
の
地
設
な
り
と
去
ふ
。
文
政
年
中
犀
川
洪
水
の
矯

め
.
一
時
荒
地
と
成
る
底
、
町
皆
師
堀
昌
安
中
村
の
地
内
を
乞
ひ
諦

け
、
自
費
を
以
て
往
来
の
左
右
陀
数
十
聞
の
貸
屋
を
建
築
し
、
小
前

の
者
共
を
愛
に
居
住
せ
し
め
、
産
業
に
基
か
し
め
、
囲
内
を
昌
安

町
と
私
綿
し
、
夏
季
は
夜
底
を
聞
き
、
一
時
茜
だ
繁
昌
す
と
い
へ
ど

も
、
大
風
の
第
め
家
屋
悉
く
破
壊
し
‘
且
昌
安
渡
し
て
遂
に
絶
え
た

り
け
り
。
慶
跡
を
ぽ
世
人
昌
安
た
ん
ぼ
と
稀
し
.
昌
安
町
の
遺
名
を

残
し
‘
童
幼
春
季
の
遊
観
所
と
た
し
け
り
。

。
昌
安
町
偉
話

《

gm唱」

綿
津
町
政
右
衛
門
自
記
に
云
ふ
。
掘
昌
安
と
申
す
眼
科
の
野
師
是
b

四
五




